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資料１ 

R5.10.12 

高知県高知土木事務所 

令和５年度 高知県建設業協会高知支部 要望事項への回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答 １ 

○ご要望の港湾土木工事の見積参考資料おける建設機械損料の適用元の表示について、摘

要欄内の記載方法を周知徹底して、丁寧で解りやすい設計図書等の作成に取り組んでいきま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答 ２ 

○成果品の納品については、受け取り検査時は元より、コンサルタントと協議を進める途中段階

においても、担当者間で綿密な協議を実施することで、現場条件と成果品の乖離を生じさせるこ

とがないよう、厳格に成果品を受領できるよう事務所をあげて取り組んでいきます。 

○また、現地条件と設計が乖離する事象が発生した場合には、速やかに建設工事請負契約書

に基づいて迅速かつ適正に対応していきます。 
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回答３ 

○質疑の回答については、工事を実施するうえで必要となる材料の規格や品質、施工条件及び

公告時に公表することとしている見積り単価や歩掛に関すること等は、回答することとしていま

す。 

○しかしながら、例えば明らかに公表済みである土木工事積算基準書等の中に、積算に関する

回答の記述が表示されている場合は、「積算に関することはお答えできません。」と回答していま

す。 

○なお、今後はできる限り丁寧でより解りやすい対応に努めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答 ４ 

○高知土木事務所では、土木一式工事において、全体工事額の中で一定以上の割合の法面工

事（吹付け法枠等）が混在するケースでは、その法面工事について「県内企業の活用」の評価項

目を追加しています。今回のご要望の内容については、入札制度を所管する土木政策課に伝え

ます。  
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回答 ５ 

○総合評価方式における評価項目については、国の状況を注視しながら、入札の公平性、競争

性を確保し見直しをしていく必要があると考えます。今回のご要望の内容については、入札制度

を所管する土木政策課に伝えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答 ６ 

○建設業界の発展のために、人材育成の観点から、積極的に若手・女性技術者を育成している

企業を支援する目的で創設をした評価項目と認識をしています。 

○高知土木事務所では、ご要望にある若手技術者・女性技術者に関する評価項目を採用した

事例はありません。 

○評価項目の追加に関しましては、入札制度の所管する土木政策課に伝えます。 
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回答 ７ 

○掲載の順番については、現在の積算システムでは、担当者が入力した順番で公表単価一覧

表の掲載順序が自動的に採番される仕組みとなっており、ご指摘のように、明細表や単価表が

それぞれ混在した順不同の状態になっています。 

○解決のためには、積算システムそのものの改修（変更）が必要となりますので、システムを所

管しています技術管理課にご要望の内容を伝えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答 ８ 

○要望の内容では重機保有台数の点数が１０点を超えることも想定されます。評価のバランスと

して、現行の上限１０点を変更することや、３台を超えて重機保有している場合の評価について、

入札の公平性、競争性等を確保する観点から慎重に検討する必要があると考えます。 

○今回のご要望については、入札制度を所管する土木政策課に伝えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答 ９ 

○今まで、重機保有の有無の確認については、台数と併せて実際に使用可能であることの確認

のために、定期自主検査記録表等を求めていました。今後は、公告日以前１年間に経営事項審

査において提出した「建設機械の保有状況」の写しで可とします。 
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回答 １０ 

○価格競争入札の実施については、県下の土木事務所の実施状況も踏まえ、また土木政策課

と協議をして検討していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答 １１ 

○ご要望のとおり、業務の円滑化・効率化を目的に取り組んできた情報共有システムの効果を

最大限に発揮することができるよう、協会の皆様からのご意見も聞きながら、ペーパレス化や効

率化に取り組んでいきます。 

 

 

 

 


